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有
井
庄
司
は
三
郎
左
衛
門
豊
高
と
称

し
、
有
井
川
の
庄
司
で
す
。

　
庄
司
と
は
荘
司
（
領
主
の
命
を
受
け

荘
園
を
管
理
し
た
職
の
人
）
の
こ
と
で
、

こ
の
時
代
幡
多
地
方
は
、
一
条
家
の
荘

園
で
し
た
。

　
彼
の
人
柄
は
誠
心
誠
意
あ
く
ま
で
も

素
志
を
貫
く
と
い
っ
た
ふ
う
な
人
物
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
王
無
の
浜
で
の
尊

良
親
王
の
出
迎
え
に
大
平
弾
正
の
後
手

を
打
っ
た
そ
の
後
も
、
王
野
や
米
原
の

仮
御
所
で
の
親
王
へ
の
終
始
一
貫
し
た

忠
誠
ぶ
り
で
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
毎
年
旧
暦
７
月
１６
日
夜
（
新
暦

８
月
１６
日
）
に
行
わ
れ
る
庄
司
供
養
の

盆
踊
り
「
し
ょ
う
じ
ん
お
ど
り
」
が
今

に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
、
地
元
の

人
に
慕
わ
れ
て
い
る
彼
の
人
柄
が
よ
く

表
れ
て
い
ま
す
。

※
昭
和
４７（
１
９
７
２
）年
１１
月
３
日
、大

方
町
無
形
文
化
財
に
指
定
。

　
　
　
　

　
土
佐
で
の
長
い
生
活
を
終
え
た
親
王

は
、
や
が
て
帰
京
を
果
た
し
、「
土
佐

の
配
所
３
年
の
夢
に
ま
つ
わ
る
も
の
は

庄
司
が
忠
勤
の
思
い
出
で
あ
る
。
京
に

上
れ
ば
重
き
褒
美
を
取
ら
せ
ん
」
と
、

使
者
を
な
ん
ど
も
庄
司
の
館
に
送
り
ま

し
た
が
、
老
い
を
理
由
に
庄
司
は
辞
退

を
重
ね
ま
し
た
。
や
が
て
彼
の
訃
報
を

耳
に
す
る
と
、
親
王
は
「
哀
れ
な
庄
司

よ
」
と
供
養
の
塔
を
八
反
帆
の
官
船
に

満
載
し
て
、
庄
司
の
墓
上
に
手
向
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
墓
は
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
有
井
川
駅

近
く
の
八
幡
社
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。

丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、
数
十
基
の

五
輪
塔
や
そ
の
他
の
石
仏
に
よ
り
な
っ

て
い
ま
す
。

※
昭
和
３（
１
９
２
８
）年
、
高
知
県
史

跡
に
指
定
。

【
尊
良
親
王
】

　
元
弘
２（
１
３
３
２
）年
３
月
下
旬
、

京
よ
り
土
佐
に
流
さ
れ
、
王
無
の
浜
に

着
き
京
に
帰
る
ま
で
の
１
年
余
り
の
歳

月
を
、
庄
司
の
手
厚
い
警
固
で
過
ご
し

ま
し
た
。

【
大
平
弾
正
】

　
庄
司
と
共
に
親
王
を
守
り
、
二
忠
臣

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
親
王
が
王
無
の
浜
に
着
い
た
時
、
最

初
に
出
迎
え
な
が
ら
も
、
途
中
で
そ
の

任
務
を
庄
司
に
移
し
ま
し
た
。

【
千
代
】（
伝
説
）

　
人
里
遠
く
離
れ
た
王
野
の
山
峡
で
、

不
自
由
な
、
寂
し
い
配
所
の
月
に
泣
く

親
王
に
、
日
々
食
べ
物
を
持
っ
て
い
く

役
目
の
里
娘
・
千
代
が
い
ま
し
た
。

　
千
代
は
庄
司
の
館
か
ら
、
毎
夜
人
目

を
し
の
ん
で
、
一
番
鳥
の
泣
く
ま
で
に
、

暗
い
山
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
王
野
の

仮
御
所
に
食
べ
物
を
届
け
て
い
ま
し
た
。

　
千
代
は
時
刻
を
知
る
た
め
に
、
い
つ

も
鶏
を
懐
に
抱
い
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
夜
更
け
、
ま
だ
仮
御
所
に
着
か
な

い
う
ち
に
懐
の
鶏
が
暁
を
告
げ
た
た
め
、

時
刻
に
遅
れ
た
自
責
の
念
に
か
ら
れ
た

千
代
は
、
仮
御
所
に
近
い
里
の
谷
の
淵

に
身
を
投
じ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
今
、
こ
の
渓
流
の
岸
辺
に
、
里
人
に

よ
っ
て
「
千
代
の
碑
」
が
建
て
ら
れ
、

こ
の
淵
は
千
代
が
淵
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
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『
有
井
庄
司
』

■ 

有
井
庄
司
の
人
物

■ 

庄
司
の
墓

■ 

彼
を
取
り
巻
く
人
々

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
黒
潮
町
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）
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